
（２）宮本憲一氏の理論の継承と発展をめざして 
 

大  森 裕之 
都大  諸富 徹 

 
 、研究 ジ ト「宮本憲一氏 を活用し 環境政策 成史に関する研究」

の一環として、 年１ 日に開催 第３回宮本文庫研究会に る森裕之氏（

ジ トメン ー からの ）、諸富徹氏の報告をニューズレター に

し ので る に て 、 山 （ 大 社会研究域経済 経

）が、報告を し のを して 氏の を （ の都合から大 略し

る 、文 を な な で、 の 理・ を行 ） 
 
 
森裕之「 の社会 本論」 
 、 社会 本論 の ジ トに んで 、研究会で議論を

て の を に をし  
１ 宮本憲一 社会 本論 （ 年、 年） 
（１）社会的  
 が継承・発展 る とを 的として る 社会 本論 が、 のよ な社会的

の と、 のよ な 視 で か かを 理し  
ー ームから 度経済成 、 が する に 社会 本論 か

の の第一 な 本 で、 が進ん 第 な都市 の

の に政 社会 本 政策をと が、 を する とが 社会 本論

の大 な 的 の 、社会的 用を全 的に て る とで、 に

ら な 公害 環境 が、 社会 本論 の に大 ら て る

の で、 レイスな 、政 が として す ば社会的 用 すると

度 を し、政 を 的に て る ー ッ スな経済 に な 視

で、社会 本が公害を すと、政 し 市民の 動を 害する とが ると

が持 て る で 、 ば の問題を ば、政 の

す す て ると て よ と思  
（２） 視  
 宮本 生 マ ス経済 を ースに、 社会 を展開して る のマ ス経

済 で な 、 に を ースとして政治経済 を の本の で のが、

理論 の大 な らに展開 、 、 シス ムな 、 に 環

境経済 に で なが て 一 の 視 を し 社会 本 共同 とし

て が て 来の として して るが、 が 本 に て、 らに

Ⅴ　領域横断連携の研究会

─  105  ─



国 本 の に て、 するか、社会 本の持 て る を

て る  
 宮本 生 に に、 の経済 を の政治経済 の に て

ば ーシュマン、 ッ 、 レイス、ケインズな の研究成果を 的に 合 て

と の らに、社会 本が て る政治的・ 的 を して るの 、

社会 本の問題を に して しな ばならな と で なメリットと

な て る  
 との で と、社会 本 民 の 本にと て にならな な

の と 議論が るが、マ ス 本 が 度に発 し で 、社会 本が

富の になるの と 的に て る 社会 本論 の に て に 視

して る の 、 に て に て る ば な が  
２ 社会 本論 （ 年発 ） 
（１）視 に関するコンセン ス 
 日で 、 社会 本論 と て 政 が る 、 と

の が に して る と に る社会 本を 持し

して のか 、国 の をか 課題 と を 、大都市

と 地域の によ て、経済 、 政 、 構 な に し が生 る

し、 全 として して ので、社会 本の して 、 社

会 本論 ー の をメインに て るが、 ・ ・ の公共 と

ー スの を果 す フトな社会 本が めら て て ると が大

な にな て る し 社会 本への 地域によ て な のになるので、社

会 本 政策のよ な全国一 の政策で な 、地 治 の が になる しかし

第２ 政 、 的な公共 にな て る  
 、社会 本 に して るの が、 が て るので、 的に ら

して か、 的に同 ので よ のかが問 て る で にな て るのが、

し 課題に 公務 を かに 保するか  
（２）  
 社会 本をめ る状況の 、 ・ 、 成 ・マイナス成 、 政 、

して 報 、 ー ス して社会 本が に して て と

が なの が、 が で て な  
で社会 本を らす めに、コン トシ 政策が て る とになる に

を める めに を にしな ばならな と に 動しな

から 的なコン トシ 政策 、 、 ・ 、 、公共交 な

な で大 な問題を生 る  
３ 「 の経済 」の発展へ 
 経済 と の 論、 生 論な 、 流 経済 的に とミ 経済 とマ
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経済 と で の が、宮本 生が 社会 本論 で て ら 「

の経済 」を経済 の に る とが 本 と国 で 、

を として に を する、理論 すると とが、

の理論的課題なの と思 て る に 、 経済 と るマ ス経済

度 経済 、ポスト・ケインジアンな との関係 て る  
 行動 の と思 「 の経済 」で宮本 生がよ ら るの 、

本 経済 コッ のよ な の と の の コッ によ て規 ると

と の考 度 経済 の 本的理 で 、 の行動 で、

合理的な で 合理 に て行動す ば の と とで な

て、 の行動 を のとして て 、 の が で

な かと 思 て る  
 、マスグレイ が  と 、一 に と るが

メリット と んで るの が、 との関係なので る し が行 ると政

が 的な をして の を行 ので、民 的なコント ー を な で

め んで かと と 、 、 にな て る に て、 の の生 と

、 を る生 、生活 を コント ー して のか、環境政策 に

の な になるの が、 のをコント ー して めの「 の経済 」

を ると 大 な課題が の に て ると と と考 て る  
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諸富徹「 山に る 害・ リ イ ・理 山都市 宮本憲一 生の日

本公害史研究から 」 
１ 公害としての「 害」 弘 の  
 宮本憲一 生が 環境と開発 で て の 、戦 の公害問題で 、 民と

との での、公害問題の 害 ・ 害 と 関係が と と 一 、戦 の

公害問題 の問題 と て る 治 んにな て と

が、 に して に大 な 害を し と 構  
 山 、 に るの が、 、 森、 の３ が境を する に る

一 の生 に て日本でトッ とな 日本 大 山の と を経 し

て のが が、 から か 一 が で、 に ５大 の と

に ら る を の から 山に のが 之

と  
 之 と の で、経 として 思 として 戦

議院議 にな 、 大 、 憲政 会 、総 に でな 戦 日 ・日

国交回 国民会議の会 として、 と 会 して る  
 弘 生 イタイイタイ の研究から 発 て、 に で か て の

をして る 、 山から て ミウムが の で る とを

山 がなかなか め 、 で て 的に 告 になるの が、 山

が 来で に な と するなかで、 山 来で る とを

しよ とし の  
 害と の 「公」害で な 「 」と のが、日本 本 の 発 で る

、 、 、 、日 、日 す て が 発 で 本 して に展開

して と で、 に  
２ 山の成 ・発展史 
 山 大 山の一 で、 て な が、 活かして る

の を持 都市 山の 、スマ な 、 な な ら回 、

が て で か 、 、グ ー 全 で の を

して る 、 の 之 が開発し 山の が 的に活か て

ると 的な ので る  
 を訪問し が、 か るの 都市 山の に 大 が て、

かな 的にグリッ が構 、 に イ 宮 のよ な な

が て る が の 山 務 山 の 、 文 に

て る  
 が 、 し のを めに す て が で て る

て て、 、 院な 全 セットにして、 第 の都市

が の  
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 とん が経 して と で、 に を して の

の 別 問の が し の が、 山経 として に

な と し 、 山 て の が、 の がな な のが

の理 、 と の のを て が、 が し と と

で、 山しよ と にな てし が を て、 之

が、 として を て山へ と が、 に に を

が るのを 、 らとと に、 と 、 よ らに地 に る

に の が て る とを発 し して の開発に成 し、 の 山

が全国 生 の２ を めるよ にな の  
３ 山の 害・ 問題 
 しかし、 が で し 害が発生する から て る スで、

から に る で に てし のす の 、 問題が

で と が、 が て に ので、 がと な な

ると とが の  
 害 民 議するの が、 の 民 動 し の 回 回 、 民が

んの と に で し て、問題の を 、 、

し 、 に して 、 議行動を行 て  
 に して 、問題の 本 をするの し 、 な と 害の

しな ばならな と とで、 民 と会 て、 、 をする とにな

による問題 をして、地元の の理 を ながら を進めて と 、

日 に て 持 て 山で 経 をして ので、日 山に

て し か 民と 合 て、 から問題 をしな ば な と で

ん の 問題 に 全な 用と を て と とで、 と と 山で

をと にして をと にし 一団の が、 が日 に と に一 に

て 、 と ば 、問題 に ので る  
 のと に 害問題 の係 のが、 大 の で る 問

題を 的に しな ばならな と考 第一に、 交 による 害 への 害

を行 の が、 に て 可能な 的なア ー をと と のが

ば、山 に を 、 を ばして 大 の を して、

、 度、 な と 害の関係を 、 地 山 の 生 を して、

に を行 害 に して、 に て の を

合理的に して、 し の  
 第 に、 、 、 を て 害地域の を行 に に

と をか 、 の が ば 害に かと とを て、 を

て 、 地域に行 と、 な森が て、 が全 、 害で 山

にな て と ら な  
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 第 に、 の 、 の 、 年団への な 的に行 て

に が なので発 を るの が、 で し を地元の 民

の 民に し る 院を て、 策な 地域 に する

、 でレント ンを持 一の 院 の から、 市 のトッ の

院よ らにレ の 院が で経 て と と  
 のよ に、 に をか て、 害問題と んと 合 ので る  
４ 理 山都市の 成と 之 の思  
（１） による理 山都市の 成 
 理 山都市と し 思議な で るが、 る の ート ア思 から

て る ート・ ーウ ンの経済思 、経 思 、都市思 が に を の

で な かと考 て る 文 を て が、 を して な

ので、 が 思 から を て の経 思 を し のかと と 、

文 的に しが から て、 ーウ ンから を て に て

ので な かと考 て る  
（２） の経 思 と理 の 来 
 山に に 大な都市が 社会 本が に、 の として

に て る で をか て とし と と 、 に に が

からと と の かが ると る 一 か  
 治 年 に、 、 に る な 、 の開発 成 し し、

に 、 の で と とで、「大 の本社に

」と しかし本社から 、 て て るな、 らに しな

ばならな ので て と と と  
 、 を め 、生 、 から ら な て よ 、 とか のな をし

よ と とになる 山 地に る一 の都市 から、 社会政策の 本を

るのによ 察 のよ な の、 生に関する と、 で 思 に しら 、

を の 本にして に めよ 、と 考 に を める をしなが

ら、 を めるので ば、 の な 、経 思 を する を

て と をし の  
 で 、 の理 なのかと と が、 ら イ リスの 経 で社会思

・ で ート・ ーウ ンの を の と考 ら る ーウ

ン 的社会 と ば て るが、 で な の成 を め で

るので、 的社会 と が し と思 が ーウ ンの を ん

か か からな が、 の る 経 の ーウ ンの を

と て る  
（３） ーウ ンの共同 思 と 山共同  
 社 研究会と のが て、日本の 都市を して て、 山 の
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として かな の を て る ート・ ーウ ンがニューラ

ナー で として とと る のが る の の を る 環境、

らに 公 生、 と の生活の を に する とで、 なる

思 で るので な 、 生 を生 して 本 に て る 本

としての 徹な経済 か し な が、 ーウ ン と とを て る

ら 考 、生活環境の が として ら て し、 都市の

の一環に ら て ので な か 日本に る ート ア思 の と

の の し、 ーウ ンの と の ら るので な か  
 と 、 ーウ ンの思 の で 、 行 の 、 、 、

と 、 る の共同 の 成が一 の 山 から、で る 環

境をよ すると の 、 に大 な して、共同 を構成して

して を て よ な共同経済 構 が、 ーウ ンの に  

て るし、 の 同 合思 と から て る 市 経済の を、

社会 で 本的に すると が、 んなで 合 て、共同経済

を る とによ て ると と の 動

思 が に を て 可能 が る  
山 都市 の と として して る から、 で生 る の

共同 を持 と て る なる の関係 でな 、 共同 としての を

と て る な一 同 と と に、 らに日本 の る

の の が て る 、社 会社 る の 的な を て

て、 を な ば な と 、 が生 て ると と  
 で、インフラを する と 、 の共同生活 を する ーウ

ンの な思 に と 論が るが、 をす ば 成 するし、

的な ので 構成 て と とで、 をす 視し 同 よ な

とが 山に る 山に に の が てら 都市から て

山 ん ので、 らの に を る とで、 して 山の

に して ら ると と の か と て る  
 とで、理 山都市 成と の 、 を に か て で な都市

を と とで な て、合理的な、 る の経 に と

ると思 て る  
６ での とめ 
 治の日本 、 が 大の 地で 害が し、 て

る を て 日 の 合に 、 の 、 から と 一 の

で な か に てる、 へばら と と で な て、

を て る 日 なので地理的 に て と思 が、 、 の へ

する して で な の 、 に んで る 民 に 害を な
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よ に、 と で 流を んと て、 ら の で て ば に ると

に 全に へ行 て ると し での と と

らし と思  
 的な をし か すると をとる経 か かと の 、

地で 公害問題に する の大 な か と思 で 、

で な の 合 、 の総理 と が、大 の本 で、別 山

の の 民の と交 に る 民と会 て、 として として

の を考 て る、 と に する、 的に へ て に

害を な よ にする と て、 際に して  
 のと 、 の 果 で から を陸 に て

て、か て大 害を し 的に 、 らめ に、 的な を

として、 年（ 年）に を 成 でよ からな が、

に発生する スから を して、 の を として と

を生成し と と が 発 、 んに をし ので、

の 、 山の 害を する めに を てるかと と から

発して る  
 、公害から るので な 、問題の に して から と と

で な し、 ら しよ がな 問題と思 て か

な しかし、 の が発 するに て、 し 発 が

が し を 、 で と、 な で環境政策 イ ーシ

ンを し、 構 を して し 経済成 を すとすら考 る

、経済と環境 と で な 、 の公害問題と経済の関係に関する論 に

ながるの  
 に、 の経 思 に て 経 に て社会 な が るが、公

害問題が と に で かが 本的に で な かと思

経 として て て、日 、 の ら 山として成 て る で な 、

問題が と に、問題 に全 を し、 をして、 な で んで る

、 で に を して、 、谷 を地 から し て、問題がなか

とにしよ とし のと 、 に て る 同 山で 、 と別の を んで

る 同 本 の発展経 に て を 、経 の思 が大 な

が、 で、 、 にと める 経 ので な かと思 て

る  
７ 宮本 生の環境経済 の継承と発展 
 宮本 生 、一 の に て、戦 の公害問題の に る 民 動の と

とに ら て るが、戦 に て 、 かに で 、 民

が トムアッ で 議行動を して る を ると、 に活発な 議行動 戦
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なので、 かに る 度 すると と 、戦 の 構 と が

に政 の が に が ば がる 、 が に な 、

議して る 民 に で、 ら に か て 民 を して る

の 合 し し が、 な し の をして る の トムアッ

で問題 をして する、 が経 に して に大 な レッシ ーにな

を とするか、 に めるかの の が、問題 の視

として 、社会 動と のがす 大 と のが、 の で に

る  
 、問題 に て、 的社会 的ア ー の と のを

理論と の 動を ざるを な 問題の と の 、 の で

す て な か な しかし、 で めよ と にしてし ら

て なか し、経 に進 なか の 問題で 、 セメントに て

を ざるを な リ のよ に ラス ッ に 視をすると、

らの を すのかと んばか の議論にな て る しかし、 を する が

で て て るし、セメント を な て す 開発

で て る から、 とを思 して る に、 の のリー ーと し

て る をす ると とになると思  
 問題 から し が生 と ケース 、戦 の日本の経済発展、 マス

ー を リアし が発展し ケース、 らで が ら るし、宮本 生

の を ントにして、 のの一環として 山史を て と、 が

して る環境問題を のよ に して かの て る と思 て る  
 公害史を研究するの へん の る と思 して で、

生の論考に を ん が、 史の視 す 大 にな て と思

が総合 公害史研究と の 、社会 動史 、 史で 、 ん

経済 るし、総合 宮本理論の継承・発展と とを考 合に、環境経済

の と と 大 が、歴史的ア ー と のを研究の に 生か

して 、 んで と とが大 で な かと考 る  
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